
・受益面積：108.5ha(水田107.2ha 畑1.3ha)
・工期：H22～H30
・事業内容：区画整理工A=108.5ha、暗渠排水工=107.2ha

道路工L=16.0km、用排水路工L=32.9km
・総事業費：16億円
・作付作物：水稲、六条大麦、小麦、大豆、いちご

はくさい、そば、なす、にら

[事業内容]

・区画が拡大され作業効率がアップしました。
・農家の高齢化が懸念されますが、農地所有適格法人
等の担い手による農地の集積・集約化が進んでいます。
・農地が整備されれば、引き受け手も現れます。
・圃場整備は、次世代に農地を引き継ぐためにも必要
な事業です。

[受益者の声]

次世代へ農地を引く継ぐ圃場整備事業

（益子西部地区 三村委員長）

標準区画５０aの水田

[整備状況]

～農地整備事業（経営体育成型） 益子西部地区（益子町大字塙）～[概要]

[地区解説図]

問い合わせ先 農地整備課：028-623-2364
芳賀農業振興事務所：0285-82-4939

本地区は、昭和30年代後半に圃場整備を行いましたが、
水田の大区画化による作業効率の向上を図るため、再整備
を行っています。再整備で水田の区画が拡大されたことに
より、大型機械の導入が可能となり、作業効率が向上しま
した。また、暗渠排水を行い湿田も解消されました。
さらに集落営農組織の法人化や農地中間管理機構との
連携による農地の集積・集約化が進んでいます。
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